
 

第15 調査書、学習の記録等学年内評価分布表及び学習の記録等一覧表、自己評価資料作成要領 

 

１ 一般原則 

 中学校長は、調査書、学習の記録等学年内評価分布表及び学習の記録等一覧表の作成に当たって

は、その客観性と信頼性を高めるために、校長を委員長とする調査書等作成委員会を設け、厳正を

期するとともに、保管についても適正に行うこと。 

なお、電子データを提出する際の方法等は、別途「電子出願の利用の手引き」（令和８年10月、

県ホームページに掲載予定）にて定める。また、郵送若しくは持参により提出を行う際は親展扱い

とする。 

 

２ 調査書 

(1) 一般的事項 

 ア 黒ペン又は黒ボールペンなどの保存性の高い筆記具を用い、鮮明に記入する。なお、様式１

をコピーしたものに記入したもの又はコンピュータなどにより作成したものも可とする。 

 また、コピーしたものに公印を押印して提出してもよい。 

イ 記入する数字は、すべて算用数字を用いる。 

ウ 記入上該当事項のない場合は、特に定めのある場合を除き空欄でよい。 

エ 訂正の場合は、 を用い、欄外に「○○字訂正」と記す。 

オ 「志願先」は、中学校において記入する。「受検番号」は、高等学校で記入する。 

カ 「第３学年 組 番」については、指導要録と同一の「学級名」、「番号」を記入する。た

だし、過年度卒業生については、空欄とする。 

キ 「生徒氏名」は、ふりがなをつけること。なお、通称を用いてもよい。 

ク 「性別」は、男女の別を記入する。 

ケ 「生年月日」は、年月日を記入する。 

コ 「卒業年月」は、年月を記入し、該当事項を○で囲む。 

サ 最下段の欄には、「学校名」及び「校長氏名」を記入し、公印を押印する。「記入責任者氏
名」は、学級担任の氏名を記入する（記入責任者の印は省略することができる）。なお、第３
の３(3)ア（７ページ）により調査書を電子データで提出する場合は、中学校長の公印を省略す
る。 

シ 過年度卒業生については、指導要録に基づいてその記載内容を適宜転記する。 

 なお、卒業後５年を経過している場合は、提出する必要はない。その場合、出身中学校長の

作成した卒業証明書を提出する。 

(2) 各教科の学習の記録 

ア 令和９年３月中学校卒業見込者の場合 

(ｱ) 「評定」は、各教科別に、第１学年、第２学年の評定及び第３学年の成績を５段階で評定

欄に記入する。 

その際、第１学年、第２学年の各教科の評定は、指導要録に記載されている評定とする。 

第３学年の評定は、第１学期及び第２学期の成績によって判定する。ただし、２学期制を

とる中学校の第３学年の成績については、「前期」の成績に可能な限り後期の成績を加えて

判定する。 

長期欠席の生徒で学習の評定ができない場合は、当該の評定欄に斜線を引き、「備考」に

「長期欠席により評定不能」と記入する。 

(ｲ) 特別の教育課程により学習している生徒が受検する場合、当該教科の「評定」は、(ｱ)によ

る５段階評定を評定欄に朱記する。５段階評定ができないときは、該当の評定欄に斜線を引

き、「備考」欄に学習状況の概要を記入する。いずれの場合も、「備考」に「特別の教育課

程」と記入する。 
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 ただし、それ以外の教科の「評定」は、黒で記入する。 

 また、特別の教育課程により学習している教科の「評定」は、「学習の記録等学年内評価

分布表」の「(1) 各教科の学習の記録」の「評定別」の人数には含めない。 

(ｳ) 令和９年１月以降転入した生徒については、転入前の中学校の学習の記録による。第３学

年の「評定」は、(ｱ)による５段階評定を評定欄に朱記する。 

(ｴ) 県外及び海外の中学校等から出願する者（隣接県協定により出願する者を除く。）につい

ては、その都道府県等における評定を評定欄に朱記し、「備考」に10段階、５段階評定等の

別を記入する。 

(ｵ) 災害等やむを得ない事由で、所定の調査書を提出できない場合は、その事由を記して、こ

れに代わる参考となる資料を提出することができる。 

イ 過年度卒業生の場合 

 「評定」は、指導要録に記載されている各学年の評定を評定欄に朱記し、「備考」に「過年

度卒」と記入する。 

(3) 総合的な学習の時間の記録  

第３学年の第１学期、第２学期の学習を中心に、学習の状況や成果などについての評価等を、

簡潔に文章で記述する。 

 

３ 学習の記録等通知書 

 「学習の記録等通知書」（様式２）は、２に定めるところにより作成する。「学習の記録等通知

書」の内容は、調査書の内容と同一とする。 

 

４ 学習の記録等学年内評価分布表及び学習の記録等一覧表 

 (1) 第３学年に在籍する者について作成する。 

 (2) 記入方法 

  ア 学習の記録等学年内評価分布表 

   (ｱ) 「(1) 各教科の学習の記録」には、第３学年の各教科の評定別人数について記入する。 

   (ｲ) 特別の教育課程により学習した生徒が、高等学校又は高等専門学校を受検する場合、当該

教科については、「(1) 各教科の学習の記録」の「評定」の人数に含めない。 

   (ｳ) 令和９年１月以降転入した生徒については、(1)の人数には含めない。 

   (ｴ) 令和９年１月以降転出した生徒については、(1)の人数に含めることができる。 

   (ｵ) 「卒業見込生徒数」等の生徒数については、作成日現在で記入する。 

  イ 学習の記録等一覧表 

   (ｱ) 「学習の記録等一覧表」は、学級ごとに記入する。 

     「（ 枚中の ）」には、学年全体の合計枚数と通し番号を記し、「学習の記録等学年内

評価分布表」を付して１部提出する。 

     なお、特別支援学級をおく中学校の「学習の記録等学年内評価分布表」及び「学習の記録

等一覧表」の記入については、５を参照すること。 

   (ｲ) 「番号」は、学級ごとに空欄をつくらず指導要録の番号順に、続けて記入する。（調査書
に記載した「番号」と同一のものを記入する。） 

   (ｳ) 「性別」は、男女の別を記入する。 

   (ｴ) 長期欠席の生徒で学習の評定ができない場合は、当該の評定欄に斜線を引き、「備考」に

「長期欠席により評定不能」と記入する。 

   (ｵ) 特別支援学級に在籍し、高等学校又は高等専門学校を受検する生徒については、指導要録

の番号順に記入する。特別の教育課程により学習している教科の「評定」は、２(2)ア(ｱ)に

よる５段階評定を評定欄に朱記する。５段階評定ができないときは、該当の評定欄に斜線を

引く。いずれの場合も、「備考」に「特別の教育課程」と記入する。 
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     ただし、それ以外の教科の「評定」は、黒で記入する。 

   (ｶ) 令和９年１月以降転入した生徒については、「備考」に転入年月日を記入する。 

   (ｷ) 令和９年１月以降転出した生徒については、「備考」に転出年月日を記入する。 

   (ｸ) 「記入責任者氏名」は、学級担任氏名を記入する。 

 (3) その他 

ア 用紙はＡ４判とし、左綴じ（２ケ所）にして提出する。 

イ 隣接県の隣接学区以外の県外中学校等及び海外の日本人学校等からの出願の場合は、提出す

る必要はない。 

 (4) 提出期間及び受付時間 

一般募集、不登校の生徒などを対象とした特別な選抜による募集、帰国生徒特別選抜による募

集及び外国人特別選抜による募集については第３の３(3)（７ページ）による。欠員補充について

は第10の４（26ページ）による。 

 

５ 特別支援学級を置く中学校の学習の記録等学年内評価分布表及び学習の記録等一覧表の取扱い 

(1) 学習の記録等学年内評価分布表及び学習の記録等一覧表の作成における特別支援学級の定義 

 学習の記録等学年内評価分布表及び学習の記録等一覧表における特別支援学級とは、「特別の

教育課程により、授業時間のほとんどを特別支援学級において学習している場合」をいう。 

(2) 特別支援学級の生徒の取扱いについて 

ア 特別支援学級に在籍する生徒が受検する場合 

 高等学校又は高等専門学校を受検する生徒のみ、学習の記録等学年内評価分布表及び学習の

記録等一覧表に記載する。 

  学習の記録等一覧表については、指導要録の番号順に記入する。特別の教育課程により学習し

ている教科の「評定」は、２(2)ア(ｱ)による５段階評定を評定欄に朱記する。５段階評定ができ

ないときは、該当の評定欄に斜線を引く。いずれの場合も、「備考」に「特別の教育課程」と記

入する。 

ただし、それ以外の教科の「評定」は、黒で記入する。 

  特別の教育課程により学習している教科については、学習の記録等学年内評価分布表の「(1) 

各教科の学習の記録」の「評定別」の人数に含めない。 

イ 特別支援学級に在籍する生徒が受検しない場合 

高等学校又は高等専門学校を受検しない生徒は、学習の記録等学年内評価分布表の(1)及び学

習の記録等一覧表には記載しない。 

 

６ 自己評価資料 

(1) 作成に当たっての注意 

 ア 志願者が自筆又はコンピュータ等により作成する。自筆の場合は、黒ペン又は黒ボールペン

などの保存性の高い筆記具を用い、鮮明に記入する。 

 イ コピーしたものを提出し、本書は志願者が保管する。 

 ウ 自己評価資料（様式６）の１の項目は、これまでの自分の体験を振り返り、力を注いだこと

や努力をしたこと、高等学校入学後や将来取り組んでみたいこと、自己ＰＲなどについて、志

願者が自ら考え、記載する。 

 エ 自己評価資料（様式６）の２の項目は、志願先高等学校の「選抜実施内容」の面接の欄に学

校独自の項目を設定している場合は、志願者が        内に転記した上で、その項目

についても、自ら考え、記載する。 

   志願先高等学校が学校独自項目を定めていない場合は、空欄のままとする。 

 (2) 志願先変更をする場合は、新たに志願する高等学校長に改めて「自己評価資料」を提出するこ

と。 
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